第4節 ゆかりの人物
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくじき),木食)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうにん),上人)
　木食上人は享保3年（1718）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),甲斐)国（山梨県）丸畑の農家六兵衞の二男に生まれた。俗姓は伊藤という。
　元文4年（1739）22歳の時仏門に入り、真言宗の僧となり、45歳の時、木食観海上人からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もくじき),木食)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),戒)を受けて、自ら木食五行EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼ),菩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さつ),薩)と名乗った。

　安永2年（1773）日本EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいこく),廻国)の大願を立て、厳しい木食戒の修業に耐えながら諸国をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんぎゃ),行脚)して、戒行説法のかたわら、堂を建て、仏像を作り、日夜精進を続けた。その足跡は北は北海道から、南はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さつ),薩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),摩)の果てまでに及び、その間日本各地の寄るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べ),辺)に仏像をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほ),彫)り、その数は1000体を超えた。現在、山梨県甲府教安寺に残されている七観音は、91歳の作品で、7体を3日間で完成させ、2000体の内であると記されているという。

　上人が因幡国から泊村内に入って来たのが、寛政10年（1798）の夏である。その年の6月の末から7月にかけて8日間位のようであるが、その間おもに石脇に滞在した。伝えるところによると、昼間は集まって来る大勢の村人に病気、災難よけの祈願や説法に忙しく、夜は弘法大師像の製作に心血をそそいだ。この時の道具は、ノミ・カンナ・ノコギリぐらいのものであったと言う。こうしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きざ),刻)んだ座像は、集落の中央部にあった十王堂に奉納された。今では観音堂に安置され、県の保護文化財になっている。園で製作した恵比須・大黒天像は、恵比須神社にまつられ、泊村の文化財に指定されている。

　木喰上人の泊村内の滞留は、ごく短期間ではあったが、彼の残した名作は、信仰の対象として、また保護文化財として大切に護り続けなければならない。
『泊村の歴史稿』一部加筆
